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日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
毎

年
、
７
月
７
日
の
盧
溝
橋
事
件
か

ら
９
月
１８
日
の
柳
条
湖
事
件
ま

で
を
「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
街
頭
宣
伝

映画鑑賞 
 

 プライバシーの保護と表現の自由について考え

させられる映画を 2本観ました。 

 1本目は「シチズンフォー・スノーデンの暴露」ア

メリカ政府のスパイ行為を告発したエドワード・スノ

ーデンのドキュメンタリーです。政府の諜報機関

の職員でありながら告発をするという危険な行為

を、本人の同意のもと、映像が撮られています。

彼からドイツのメルケル首相やイギリスのキャメロ

ン首相などの携帯電話も盗聴されていたことが暴

露されたことはご存知でしょう。スノーデンはすべ

ての人々のプライバシーが、いつでも政府に盗み

取られることになると告発しています。 

 2 本目は「帰ってきたヒトラー」自殺したはずのヒトラーが現代に突然現れるとい

う話です。マスメディアがおもしろがって取り上げる過程で、いつのまにか次第

に、彼に同調する人々が増えていくという、まさに現代のヘイトクライムを象徴す

るような内容です。ラスト近くにユダヤ人の老婦人が登場し、ヒトラーを糾弾しま

す。戦争を知っている人が確実に減少している現実をつきつけられます。 

 私たちは何を見て何を感じるか、一人一人が自分で決めなくてはいけません。 

 最後にカレンダー“写真で見る中国の旅”の 9 月ポタラ宮（チベット自治区）の

写真です。日中友好新聞 9 月 5 日号の撮影エピソードの写真には中央に恰幅

のいい男性が写りこんでいます。しかしカレンダーには彼はいません。肖像権の

問題が発生する可能性があるからでしょう。色々と難しい時代になってきていま

すね。  （真田） 

 

９
条
を
生
か
す
道
」
と
の
立
場
で
、

こ
の
事
件
の
宣
伝
を
し
て
き
ま
し

た
。 今

回
は
そ
の
上
に
、
昨
年
９
月

１９
日
に
、
安
倍
内
閣
が
憲
法
違

反
で
あ
る
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
（
戦
争
法
）
を
参
議
院
で
強
行

採
決
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
、
今

後
も
廃
止
を
目
指
し
て
頑
張
る

決
意
を
示
す
た
め
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

ビ
ラ
２
０
０
枚
を
く
ば

る 

ビ
ラ
の
表
に
は
「
柳
条
湖
事
件

の
内
容
」
「
日
本
人
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
日
」
（
こ
の
日
は
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
と
つ
づ
く
「
１５
年
戦

争
」
の
発
端
と
な
っ
た
）
「
日
本
と

中
国
、
世
界
平
和
友
好
の
た
め

に
」
と
、
裏
面
に
は
、
「
人
間
が
人

間
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
戦

争
」
「
米
兵
と
自
衛
隊
員
の
自
殺
」

な
ど
と
書
か
れ
た
ビ
ラ
を
２
０
０

枚
く
ば
り
ま
し
た
。 

 

や
記
念
集
会
・
学
習
会
を
開
い
て

い
ま
す
。 

９
月
１８
日
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の

広
場
前
で
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事

変
）
８５
周
年
の
横
断
幕
と
日
本

日
本
と
中
国
・
世
界
平
和
友
好
の
た
め
に
！ 

９
・
１８
柳
条
湖
事
件
８５
周
年
街
頭
宣
伝 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」
最
後
の
取
り
組
み 

 

中
国
友
好
協
会

の
旗
を
立
て
て

街
頭
宣
伝
を
し

ま
し
た
。 

参
加
者
は
、

竹
内
理
事
長
、

理
事
の
稲
葉
さ

ん
、
今
岡
さ
ん
、

河
井
さ
ん
、
曽

田
さ
ん
、
平
和

委
員
会
の
中
尾

さ
ん
と
小
生
の

計
７
人
で
す
。 

「
戦
争
法
」

廃

止

の

決

意

を

込

め

て 

私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
「
日
中

不
再
戦
は
憲
法

ビラを配る今岡さん 

2395 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

そ
の
３ 

洛
陽 

  

龍
門
石
窟
と
白
馬
寺 

洛
陽
は
後
漢
や
三
国
時
代
の

魏
の
都
で
あ
り
、
唐
代
も
首
都
、

長
安
に
次
ぐ
副
都
で
し
た
。 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
の
端
が
洛
陽

で
、
経
済
の
中
心
が
次
第
に
江
南

に
移
る
に
つ
れ
、
大
運
河
に
近
い

洛
陽
の
比
重
が
高
ま
り
、
洛
陽
は

イ
ラ
ン
系
の
ソ
グ
ド
商
人
な
ど
が

集
う
国
際
貿
易
の
中
心
地
と
な

り
ま
し
た
。 

龍
門
の
石
窟
は
敦
煌
莫
高
窟
、

雲
崗
と
並
ぶ
中
国
三
大
石
窟
の

一
つ
で
す
。
５
世
紀
の
北
魏
の
時

代
か
ら
８
世
紀
の
唐
の
時
代
に
か

け
て
開
削
さ
れ
、
一
時
唐
を
簒
奪

し
た
則
天
武
后
の
時
代
に
も
盛
ん

に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。 

白
馬
寺
に
は
「
夢
に
光
り
輝
く

金
神
を
み
た
後
漢
の
明
帝
が
、
使

者
を
西
域
に
送
り
、
経
文
と
仏
像

を
得
た
」
と
い
う
有
名
な
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
経
文
を
白
馬
の
背
に

の
せ
て
帰
っ
た
と
い
う
の
で
白
馬
寺

と
名
づ
け
た
と
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
２ 

登
封 

 

少
林
寺
と
嵩
山 

 

少
林
寺
は
河
南
省
登
封
県
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
は
中
国
の
聖
な

る
山
と
た
た
え
ら
れ
た
嵩
山
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。
聖
な
る
山
は
中

国
で
は
五
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

五
岳
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

な
か
で
も
嵩
山
は
中
央
に
位
置
し

て
い
る
の
で
中
岳
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
嵩
山
に
は
大
室
山
、
少
室
山

と
い
う
二
つ
の
山
塊
が
あ
り
ま

す
。
北
魏
の
太
和

1
9

年(4
9
5
)

、

孝
文
帝
は
中
国
に
伝
教
に
来
た

イ
ン
ド
僧
跋
陀
三
蔵
の
た
め
に
、

寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
「
少
室
山

の
麓
の
叢
林
の
地
」
と
い
う
こ
と
か

ら
、
そ
の
寺
は
少
林
寺
と
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
創
建
ま
も
な
く
達

磨
大
師
が
寺
に
来
て
住
み
ま
し

た
。
禅
宗
で
は
達
磨
大
師
を
も
っ

て
開
祖
と
し
ま
す
。
以
来
、
少
林

寺
は
禅
宗
の
寺
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
１ 

開
封 

 

開
封
は
北
宋(

９
６
０
～
１
１
２

７)

の
都
で
、
黄
河
と
長
江
を
結
ぶ

大
運
河
（
隋
の
煬
帝
が
建
設
）
が

黄
河
と
交
わ
る
と
こ
ろ
に
位
置
す

る
交
通
の
要
衝
で
、
商
業
の
中
心

都
市
で
も
あ
り
ま
す
。 

唐
の
都
、
長
安
が
政
治
都
市

で
、
夜
に
な
る
と
各
坊
の
門
が
閉

じ
ら
れ
外
出
禁
止
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
徽
宗
時
代
の
清
明
節
時
の

開
封
を
描
い
た
と
さ
れ
る
「
清
明

上
河
図
」
に
は
夜
間
で
も
繁
華
な

市
街
の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。 

論
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
は
、
「
歴
史
認

識
」
「
領
有
権
」
問
題
を
め
ぐ
る
日

中
双
方
の
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ

り
、
日
中
関
係
は
悪
化
し
、
販
売

活
動
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 

今
年
は
、
３
５
０
部
（
岡
山
２
５

０
、
倉
敷
１
０
０
）
の
目
標
を
立
て

ま
し
た
。 

９
月
下
旬
に
は
現
物
が
到
着

し
ま
す
。
下
記
の
連
絡
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
同
封
の
申
込
書
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
） 

 

２
０
１
７
年
の
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー

販
売
が
、
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
中
国
の
歴
史
・

文
化
の
遺
産
、
経
済
発
展
す
る
都

市
の
夜
景
、
少
数
民
族
の
服
装
な

ど
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
０
３
年
の
岡
山
支
部
は
、
次

の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
、
販
売
活

動
を
始
め
ま
し
た
。 

一
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
支
援

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。 

二
、
日
中
の
財
政
に
寄
与
す
る
。 

三
、
中
国
に
対
す
る
正
し
い
理
解

を
広
げ
る
。 

２
０
０
６
年
に
は
、
県
下
で
７
０

０
部
を
販
売
す
る
な
ど
、
中
国
へ
の

関
心
を
高
め
、
「
孤
児
」
訴
訟
の
世

２
０
１
７
年
カ
レ
ン
ダ
ー 

「
中
国
悠
久
の
旅
」
の
販
売
、
ま
も
な
く
開
始 

 

カレンダー購入の申し込み先 

☆ 日中友好協会 岡山支部 

  電・ＦＡＸ 086－277－2470（小林軍治） 

☆ 日中友好協会 倉敷支部 

  電・ＦＡＸ 086－455－7800（太漏澄夫） 

☆ 総社日本語教室 事務局 

  電・ＦＡＸ 0866－99－2560（西森文子） 

「
中
原
古
都
を
訪
ね
る
旅
」
訪
問
地
紹
介 

犬
飼 

繁 

参加者募集中 

旅行期間：２０１６年１１月１５日～１１月１９日 

募集人数：２０人 

中国国内旅行代金：お一人様 １４．８万円 

             一人部屋追加料金：１．８万円 

募集締め切り日：１０月１０日 

 

お早めにお申し込みください。 


